
２６・０・００

（4）

件
、
完
成
後
の
21
年
度
は
24

件
、
26
年
度
は
16
件
だ
。

議
員
　
駅
前
か
ら
の
動
線
確
保

の
観
点
か
ら
、
計
画
の
最
南
部

に
三
鷹
市
ゆ
か
り
の
作
家
等
の

複
合
展
示
館
な
ど
芸
術
文
化
の

拠
点
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
回
遊
性
を
高
め
、
都
市

の
価
値
を
高
め
る
上
で
極
め
て

重
要
な
提
案
と
考
え
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
ー
・
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
構
築
に
向
け
て
の
、

株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
三
鷹

と
、
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学

の
役
割
に
つ
い
て
／
本
市
の
学

校
教
育
に
お
い
て
「
○
○
教

育
」
と
称
さ
れ
る
各
種
個
別
教

育
の
拡
充
に
つ
い
て
／
教
育
支

援
の
さ
ら
な
る
充
実
に
つ
い
て

学
等
が
商
工
会
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
深
め
て
い
く
重
要
な
課

題
と
受
け
止
め
て
い
る
。

議
員
　
再
開
発
区
域
内
の
駅
前

デ
ッ
キ
完
成
前
後
と
最
近
の
交

通
事
故
件
数
の
推
移
を
伺
う
。

広
域
ま
ち
づ
く
り
等
担
当
部
長

完
成
前
の
平
成
16
年
度
は
30

ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
財
団
と
の

協
働
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
「
み
ん
な

み
」
と
公
益
財
団
法
人
ア
ジ

教
育
長
　
直
接
見
た
り
触
れ
た

り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
争
の

悲
惨
さ
等
に
つ
い
て
よ
り
深
い

認
識
を
持
た
せ
る
よ
う
な
活
用

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
戦
後
70
年
の
今
、
若
い

世
代
の
恒
久
平
和
へ
の
意
識
醸

成
が
重
要
だ
。
平
成
22
年
に
実

施
し
た
三
鷹
・
長
崎
平
和
交
流

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
平
和
の
大
切
さ
に
つ

い
て
深
く
考
え
る
機
会
と
な

り
、大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
。今

後
は
様
々
な
機
会
を
捉
え
平
和

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
た
交
通
政

策
基
本
計
画
に
つ
い
て
／
交
通

安
全
施
策
に
つ
い
て

園
協
会
等
に
よ
り
、
適
切
に
保

存
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

私
有
地
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
所
有
者
の
責
任
に
お
け
る
管

理
に
委
ね
つ
つ
、
保
存
を
可
能

な
範
囲
で
お
願
い
し
て
い
く
。

議
員
　
市
所
蔵
の
平
和
関
連
パ

ネ
ル
の
多
く
が
貸
し
出
し
中
止

と
な
っ
て
い
る
。
有
効
活
用
に

向
け
て
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
す
る

な
ど
環
境
の
整
備
が
必
要
だ
。

市
長
　
劣
化
等
に
よ
り
貸
し
出

し
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
、

可
能
な
限
り
デ
ジ
タ
ル
画
像
と

し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
教
育
現
場
に
お
い
て
も

市
所
蔵
の
パ
ネ
ル
等
を
積
極
的

に
活
用
し
た
平
和
教
育
の
必
要

性
が
増
し
て
い
る
と
考
え
る
。

活
動
の
出
発
点
で
あ
り
中
心
的

な
テ
ー
マ
だ
。
現
況
を
伺
う
。

危
機
管
理
担
当
部
長
　
昨
年
６

月
現
在
の
自
主
防
災
組
織
加
入

率
は
40
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

共
助
に
よ
る
防
災
活
動
の
担
い

手
は
着
実
に
増
え
て
い
る
。

議
員
　
災
害
時
の
生
活
支
援
施

設「
下
連
雀
六
丁
目
防
災
広
場
」

が
整
備
さ
れ
た
。
町
会
の
な
い

こ
の
地
域
に
共
助
の
拠
点
が
生

ま
れ
た
本
事
例
に
な
ら
い
、
市

内
全
域
に
防
災
広
場
を
整
備
し

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
を
提
言
し
た
い
。

危
機
管
理
担
当
部
長
　
既
存
の

様
々
な
公
園
等
で
施
設
整
備
を

進
め
て
い
る
。
下
連
雀
六
丁
目

防
災
広
場
を
モ
デ
ル
と
し
な
が

ら
拡
充
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
小
・
中
一
貫
教
育
校
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は

国
が
三
鷹
市
等
を
モ
デ
ル
に
全

国
展
開
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
現
状
と
方
向
性
を
伺
う
。

教
育
長
　
児
童
・
生
徒
の
豊
か

な
人
間
性
の
醸
成
な
ど
様
々
な

成
果
を
実
感
し
て
い
る
。
教
育

の
質
の
向
上
と
地
域
と
共
に
創

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

議
員
　
核
家
族
化
が
進
ん
だ
社

会
で
は
、
子
育
て
世
代
の
若
い

家
族
、
特
に
母
親
の
孤
立
を
防

ぐ
体
制
づ
く
り
が
急
務
で
あ
り

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」の
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
る
。取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　
地
域
の
民
生
・
児
童
委

員
が
乳
児
家
庭
を
全
戸
訪
問
し

て
、子
育
て
に
関
す
る
不
安
・
悩

み
を
傾
聴
す
る
な
ど
、
地
域
に

よ
る
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

議
員
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

年
に
議
員
に
な
り
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を
痛
感
し

た
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
、自
主

防
災
組
織
100
％
の
実
現
は
議
員

２７・４・２９

っ
か
り
協
働
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
中
東
・
イ

ス
ラ
ム
文
化
の
正
し
い
理
解
に

つ
い
て

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
順
子
　
議
員

議
員
生
活
20
年
を
振
り
返
り

今
後
の
市
政
に
期
待
す
る
こ
と

に
は
、
市
も
積
極
的
に
連
携

し
、
適
切
な
保
存
に
努
め
る
べ

き
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
敷
地
を
管
理
す
る
都
公

　
公
明
党
　
粕
谷
　
稔
　
議
員

終
戦
か
ら
70
年
が
経
っ
た
今

若
い
世
代
の
意
識
醸
成
が
重
要
だ

議
員
　
掩
体
壕
（
え
ん
た
い
ご

う
）
の
よ
う
な
市
内
戦
争
遺
跡

の
保
存
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
私
有
地
に
あ
る
遺
跡
等 下連雀六丁目防災広場

議
員
　
子
ど
も
た
ち
が
一
日
の

大
半
を
過
ご
す
、
①
保
育
園
や

学
童
保
育
所
②
学
校
の
不
審
者

侵
入
防
止
対
策
を
聞
く
。

市
長
　
①
電
気
錠
や
学
校
110

番
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
警

察
署
や
学
校
の
協
力
に
よ
る
避

難
訓
練
の
実
施
等
し
て
い
る
。

教
育
長
　
②
ス
ク
ー
ル
エ
ン
ジ

ェ
ル
ス
や
教
職
員
に
よ
る
校
内

巡
視
、
犯
罪
抑
止
の
観
点
か
ら

来
校
者
へ
の
積
極
的
な
声
掛
け

等
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
安
全
安
心
・
市
民
協
働

パ
ト
ロ
ー
ル
に
協
力
し
て
い
る

地
域
住
民
等
へ
の
不
審
者
情
報

や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
場

所
等
の
情
報
の
提
供
・
共
有
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

市
長
　
不
審
者
が
頻
繁
に
出
没

し
た
際
に
、
市
や
警
察
、
町
会

等
が
連
携
し
て
特
別
警
戒
パ
ト

　
公
明
党
　
赤
松
　
大
一
　
議
員

不
審
者
へ
の
対
応
を
強
化
し

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
れ

ロ
ー
ル
を
行
っ
た
事
例
も
あ

る
。
適
切
な
情
報
共
有
を
し
な

が
ら
重
点
的
に
警
戒
す
る
こ
と

で
、
少
し
で
も
犯
罪
の
防
止
、

抑
制
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
さ
す
ま
た
等
で
の
制
圧

に
は
常
に
危
険
が
伴
う
。
ど
の

よ
う
な
点
に
重
き
を
置
い
て
訓

練
等
実
施
し
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
政
策
部
長
　
ま
ず
は
安

全
に
避
難
を
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
他
自
治
体
の
よ
う
に
、

防
災
無
線
を
使
っ
た
下
校
時
間

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
有
効
だ
。

危
機
管
理
担
当
部
長
　
防
災
無

線
の
動
作
確
認
の
た
め
に
年
間

を
通
し
て
17
時
に
チ
ャ
イ
ム
を

鳴
ら
し
て
い
る
が
、
チ
ャ
イ
ム

を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
も

ら
う
よ
う
な
取
り
組
み
も
可
能

か
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
成
立
に

伴
い
、
空
き
家
対
策
の
促
進
を

期
待
す
る
。
固
定
資
産
税
課
税

情
報
の
内
部
利
用
が
可
能
と
な

る
こ
と
に
よ
り
、
空
き
家
の
情

報
把
握
が
ど
の
程
度
進
む
か
。

市
長
　
所
有
者
が
死
亡
し
て
い

る
場
合
な
ど
も
納
税
管
理
人
や

代
表
相
続
人
等
が
把
握
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
。

議
員
　
市
町
村
は
空
き
家
等
に

関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備

を
行
う
努
力
義
務
を
課
せ
ら
れ

る
。
ど
の
よ
う
に
デ
ー
タ
を
整

備
・
活
用
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
平
成
24
年
度
に
実
施
し

た
調
査
の
デ
ー
タ
、
市
民
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
や
対
応
状
況
等

を
記
録
し
た
台
帳
を
整
備
し
て

お
り
、
今
後
、
個
別
状
況
を
踏

ま
え
た
対
策
に
活
用
で
き
る
。

議
員
　
空
き
家
等
及
び
そ
の
跡

地
に
関
す
る
情
報
提
供
と
、
そ

れ
ら
の
活
用
の
た
め
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
国
や
第
三
セ
ク
タ
ー
等

の
情
報
サ
イ
ト
や
マ
イ
ホ
ー
ム

借
上
げ
制
度
等
の
活
用
の
可
能

性
を
検
討
し
た
い
。

議
員
　
税
制
上
の
措
置
と
し

て
、
特
定
空
き
家
等
は
住
宅
用

地
特
例
の
対
象
か
ら
外
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

市
民
部
長
　
住
宅
用
地
の
税
負

担
軽
減
と
い
う
特
例
の
趣
旨
か

ら
、
特
定
空
き
家
等
の
除
外
は

合
理
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

議
員
　
今
後
、
空
き
家
条
例
を

制
定
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

市
長
　
ま
ず
は
、
根
拠
法
や
今

後
示
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ

の
理
解
を
深
め
、
自
治
体
が
で

き
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
私
道
の
整

備
に
つ
い
て
／
井
の
頭
恩
賜
公

園
の
整
備
に
つ
い
て
／
性
同
一

性
障
が
い
に
つ
い
て

議
員
　
三
鷹
駅
南
口
地
域
に
お

け
る
課
題
へ
の
取
り
組
み
は
、

市
内
の
課
題
解
決
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
的
要
素
を
多
く
含
む
。
ま

ず
、
昨
今
の
災
害
予
測
を
踏
ま

え
た
三
鷹
駅
前
地
区
再
開
発
基

本
計
画
の
補
強
点
等
を
伺
う
。

広
域
ま
ち
づ
く
り
等
担
当
部
長

市
街
地
の
防
災
空
間
の
比
率
を

高
め
る
た
め
、
建
築
物
の
不
燃

化
、耐
震
化
を
進
め
、歩
行
者
空

間
等
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

議
員
　
こ
の
地
域
に
は
、
商
業

施
設
や
公
共
施
設
等
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
災
害
時
の

地
域
継
続
計
画
（
Ｄ
Ｃ
Ｐ
）
の

策
定
が
求
め
ら
れ
る
。
市
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
担
い
、
リ

ー
ド
し
て
推
進
す
べ
き
だ
。

市
長
　
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大

　
公
明
党
　
寺
井
　
均
　
議
員

空
き
家
対
策
特
措
法
成
立
を
機
に

実
態
把
握
と
対
策
の
促
進
を

　
公
明
党
　
緒
方
　
一
郎
　
議
員

三
鷹
市
の
顔
に
ふ
さ
わ
し
い

三
鷹
駅
南
口
再
開
発
に
つ
い
て

議
員
　
住
民
同
士
が
支
え
合
い

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
民
生
・
児
童
委
員
は
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
本

市
の
充
足
率
は
全
国
・
東
京
都

に
比
べ
て
低
く
欠
員
数
も
増
え

て
い
る
。
充
足
率
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長
　
今
後
も
民
生
・
児
童
委

員
の
活
動
の
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、
そ
の
活
動
に
魅
力
を
感

じ
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
厚
生
労
働
省
の
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
環
境

の
整
備
に
関
す
る
検
討
会
」
報

告
書
で
は
、
な
り
手
不
足
、
業

務
多
忙
、
社
会
的
理
解
の
不

足
、
関
係
機
関
と
の
情
報
の
共

有
化
に
係
る
課
題
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
活
動
環
境
整
備

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長
　
毎
年
広
報
に
活
動
に
つ

い
て
の
記
事
を
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
活
動

紹
介
の
パ
ネ
ル
展
を
開
く
際

に
、
民
生
・
児
童
委
員
が
相
談

員
と
な
る
こ
と
で
、
そ
の
活
動

等
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

議
員
　
民
生
・
児
童
委
員
へ
の

個
人
情
報
の
提
供
に
当
た
り
、

本
市
で
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示

し
て
い
な
い
。
必
要
な
情
報
が

提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
活
動
が
制

限
さ
れ
る
と
考
え
る
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
策
定
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長
　
民
生
委
員
法
に
守
秘
義

務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
活
動
に
必
要
な
情
報

は
個
人
情
報
保
護
条
例
等
の
規

定
に
よ
り
適
切
に
提
供
し
て
お

り
、
現
時
点
で
は
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員
　
民
生
・
児
童
委
員
は
委

民
主
党
　
石
原
　
恒
　
議
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
環
境
整
備
の
取
り
組
み
を

三鷹駅南口のデッキ


